
今号の主な内容

定時総会を開催しました（2011 年５月 24 日、東海大学校友会館）

●東海大学同窓会　第11回ホームカミングデー
　 日時 ：2011年11月３日（木・祝）午前10時〜
　 会場 ：東海大学湘南校舎
　 　　　神奈川県平塚市北金目4-１-１
　 電話 0463-58-1211（代表）

●東海大学同窓会東京ブロック南部支部新年祝賀会
　 日時 ：2012年１月３日（火）午後２時30分〜
　 会場 ：東海大学校友会館
　 会費 ：3000円

●第12回松前仰杯争奪ボウリング大会
　 日時 ：2011年12月18日（日）午後１時〜３時
　 会場 ：品川プリンスホテル・ボウリングセンター
　 会費 ：2000円（ただし、2007年３月以降の卒業生はご招待）
　 ▽忘年会・表彰式　午後4時 30分〜
　 会場 ：カルネステーション銀座店
　　　　 中央区銀座８-10　銀座ナイン3号館 B1
　 会費：3500円

●2011年度会務日程
　 総　会　　　　　日時：2011年   ５月２4日（火）終了
　 役員会　第１回　日時：2011年10月   8 日（土）終了
　　　　　 第２回　日時：2011年11月２6日（土）　
　　委員会　　　　　日時：2011年   2 月18日（土）
　　　　　　　　　　　※会場はいずれも東海大学校友会館

INFORMATION

■ 題字は、東海大学短期大学部初代学長・小船井敬吉先生がお書きになったものです。

各種催しのご案内

たかなわ会会長あいさつ
東海大学同窓会会長あいさつ

1頁

2頁

3頁 〜 5頁

6頁 〜 8頁 たかなわ会からのお知らせ

高輪校舎だより、クラス会・ＯＢ会レポート
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新しい校舎のもとで、
新たなる活動の創造を

たかなわ会 

福田 力会長

たかなわ会の皆さまと共に
同窓会活動の活性化に努める

東海大学同窓会　

中村 宏会長

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
や
記
録
的
な
暑

さ
、
相
次
ぐ
台
風
被
害
と
、
自
然
の
猛
威
は

こ
れ
ま
で
の
生
活
環
境
や
考
え
方
を
根
底
か

ら
変
え
る
ほ
ど
、
現
代
人
間
社
会
に
多
大
な

影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
会

員
な
ら
び
に
ご
関
係
の
方
々
に
、
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
の
学
び
舎
・
高
輪
校
舎
は

こ
の
ほ
ど
、
新
２
号
館
が
竣
工
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
地
下
１
階
の
ホ
ー
ル
に
は
東
海

大
学
短
期
大
学
部[

高
輪]

の
メ
モ
リ
ア
ル

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
初
代
学
長
・
小
船

井
敬
吉
先
生
の
銅
像
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
た
か
な
わ
会
が
２
０
０
１
年
に
寄
贈
し

た
欅
の「
建
学
の
精
神
」も
壁
面
に
掲
示
さ
れ
、

談
話
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
大
変

う
れ
し
い
こ
と
で
、
大
学
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
は
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
高
輪
建
学
祭
は
、
11
月
１
日
か
ら

３
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
た
か
な
わ
会
の

参
加
要
望
と
情
報
通
信
学
部
か
ら
の
参
加
要

請
と
が
一
致
し
ま
し
た
の
で
、
学
部
生
、
父

兄
、
Ｏ
Ｂ
、
大
学
関
係
者
が
参
加
意
識
を
共

有
で
き
る
展
示
や
運
営
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
た
か
な
わ
会
で
は
実
行
委
員
会
を
設
立

し
、
講
演
会
な
ど
の
企
画
を
進
め
て
お
り
ま

す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。
ま
た
、
湘
南
建
学

祭
で
は
今
年
も
11
月
３
日
に
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
東
海
大
学
同
窓
会
の
各

支
部
と
の
交
流
も
活
発
に
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後
も
本
部
同
窓
会
、
学
部
同
窓
会

な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
現

役
学
部
生
と
と
も
に
創
る
高
輪
校
舎
の
新
た

な
歴
史
に
参
加
し
て
下
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
の
皆
さ
ま
、
大
学
関

係
各
位
の
一
層
の
ご
高
配
と
ご
支
援
を
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

た
か
な
わ
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
ま
す
ま
す

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
東
日
本
大
震
災
は
も
ち
ろ
ん
、
西
日
本

を
襲
っ
た
台
風
な
ど
、
相
次
ぐ
自
然
災
害
で

被
災
さ
れ
た
会
員
な
ら
び
に
ご
関
係
の
方
々

に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
は
今
、
未
曾
有
の
困
難
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
東
海
大
学
同
窓
会
も
母
校
と
連
携
を
図

り
、
地
道
に
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
も
東
海
大
学
同
窓
会「
東

日
本
大
震
災
義
援
金
」
の
協
力
を
呼
び
か
け
て

募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
時
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
中
止
も

議
論
し
ま
し
た
が
、
秋
の
第
11
回
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

を
応
援
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
抽
選
会
や
募
金
、
防
災
関
連

の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

積
極
的
な
ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

さ
て
皆
さ
ま
も
一
員
で
あ
る
本
会
は
、
会

員
数
３４
万
人
を
超
え
る
国
内
有
数
の
同
窓
会

で
す
。
全
都
道
府
県
に
６３
地
区
支
部
、
海
外

に
も
支
部
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
秋
に

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
も
誕

生
し
て
、
海
外
10
支
部
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
区
支
部
は
も
ち
ろ
ん
、
た
か

な
わ
会
や
学
部
・
学
科
別
同
窓
会
、
企
業
内

同
窓
会
の
活
動
も
活
発
で
す
。
懇
親
会
や
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
学
生
ス
ポ
ー
ツ
の
支
援

な
ど
、
多
彩
な
企
画
で
会
員
相
互
の
発
展
と

親
睦
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
同
窓
会
Ａ
Ｏ
入
試
や
会
員
の
就
職

活
動
を
支
援
す
る
ネ
ク
ス
ト
キ
ャ
リ
ア
サ
ー

ビ
ス
、
福
利
厚
生
制
度
の
ホ
テ
ル
・
リ
ゾ
ー

ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
導
入
し
、
会
員
の
暮
ら

し
を
豊
か
に
す
る
施
策
を
推
進
中
で
す
。

　

学
ん
だ
キ
ャ
ン
パ
ス
は
異
な
っ
て
も
、
同

じ
建
学
の
精
神
を
培
っ
た
仲
間
で
す
。
こ
の

出
会
い
を
さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
も
の
に
で
き

る
よ
う
、
今
後
も
同
窓
会
活
動
を
活
性
化
さ

せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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東
海
大
学
高
輪
校
舎
で
は
、
新
２
号
館
建

設
工
事
（
新
校
舎
建
設
第
Ⅱ
期
工
事
）
が
こ

の
ほ
ど
終
了
し
ま
し
た
。
新
２
号
館
の
完
成

に
よ
り
、
２
０
０
８
年
５
月
か
ら
始
ま
っ
た

旧
短
期
大
学
部[

高
輪]

１
・
２
・
３
号
館
跡

地
で
の
新
校
舎
建
設
工
事
の
全
て
の
工
程
が

完
了
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

新
２
号
館
は
地
上
４
階
建
（
運
用
上
は
地

上
３
階
地
下
１
階
）
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
（
一
部
鉄
骨
造
）
で
、
１
、２
階
に
は
大

講
義
室
、
３
階
に
は
パ
ソ
コ
ン
実
習
室
、
４

階
に
は
各
ク
ラ
ブ
の
部
室
、
防
音
室
、
学
生

ホ
ー
ル
、
屋
上
に
は
屋
上
庭
園
を
配
置
。
大

講
義
室
は
４
９
２
席
を
配
し
、
学
部
全
体
で

の
講
義
や
各
種
講
演
会
、
説
明
会
な
ど
に
利

用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
３
階
の
パ
ソ
コ

ン
実
習
室
は
６０
席
の
部
屋
が
２
室
あ
り
、
机

は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
や
す
い
形
状

の
も
の
を
採
用
。
可
動
式
の
間
仕
切
り
を
開

け
れ
ば
、
１
２
０
席
の
大
き
な
実
習
室
に
な

り
ま
す
。

 

４
階
の
部
室
ス
ペ
ー
ス
に
は
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
で
区
切
ら
れ
た
小
部
屋
が
２０
室
あ

り
、
建
学
祭
実
行
委
員
会
や
学
生
会
が
利
用

す
る
部
屋
も
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
音
楽
系
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
が
練
習

の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
防
音

室
も
備
え
て
い
ま
す
。
人
工
芝
が
敷
か
れ
た

屋
上
庭
園
部
分
は
２０
㍍
×
２８
㍍
の
広
さ
を
確

保
し
、
学
生
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
れ
る
よ
う
配
慮
。
今
後
は
近
隣
の
ご
理

解
が
得
ら
れ
れ
ば
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
空
間
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

設
計
の
基
本
方
針
は
、「
人
に
や
さ
し
い

施
設
づ
く
り
」。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
誘
導

基
準
も
ク
リ
ア
し
、
全
フ
ロ
ア
と
も
車
椅
子

で
の
移
動
が
可
能
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
建
築

基
準
法
で
示
さ
れ
た
耐
震
性
能
を
確
保
し
た

構
造
を
し
て
お
り
、
想
定
し
得
る
規
模
の
地

震
な
ら
設
計
上
は
倒
壊
の
危
険
性
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
全
室
と
も
Ｏ
Ａ
ケ
ー
ブ
ル
な
ど

を
床
下
に
収
納
で
き
る
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
フ

ロ
ア
を
採
用
。
建
物
全
体
が
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
対

応
で
あ
る
こ
と
も
、
情
報
通
信
学
部
の
校
舎

な
ら
で
は
の
特
徴
で
す
。

　

中
下
俊
夫
学
部
長
は
、「
こ
れ
で
高
輪
新

校
舎
建
設
工
事
は
全
て
完
了
し
ま
し
た
。
今

後
は
学
生
を
は
じ
め
多
く
の
人
に
積
極
的
に

活
用
し
て
も
ら
い
、
情
報
通
信
学
部
の
さ
ら

な
る
発
展
を
図
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て

い
ま
す
。

大講義室では、学会などでの利用も見込まれる

新２号館屋上。人工芝が敷き詰められ、学生の憩いの空間に

旧短大正門横には「短期大学部 [高輪 ] の歩み」の
プレートを新設

新２号館地下１階ホールの短大メモリアル
コーナー

新
２
号
館
が
竣
工
！

新
校
舎
建
設
工
事
が
完
了

正門前の広場から新２号館を臨む。｢Tウェーブ ｣が見える壁面
の下は吹き抜けで、渡り廊下で手前の１号館とつながっている
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会
員
短
信

◆
平
素
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
小
生
８３
歳

に
て
欠
席
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
朝
倉
佳
忠　

神
奈

川
県
厚
木
市
）

◆
同
日
、
会
社
の
Ｏ
Ｂ
会
、
総
会
、
米
寿
の
祝
い
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
欠
席
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
元
気
に
や
っ
て
お
り
ま
す
。（
山
田
秀

次　

兵
庫
県
加
東
市
）

◆
都
合
で
欠
席
し
ま
す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
原
田
芳

郎　

山
梨
県
甲
斐
市
）

◆
八
十
路
を
自
然
体
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。（
水
谷
瀞　

大

阪
府
豊
中
市
）

◆
た
か
な
わ
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
隆
盛
と
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。（
横
手
一
紀　

埼
玉
県
川
越
市
）

◆
昭
和
１３
年
４
月
、
坂
を
下
り
校
庭
に
足
を
踏
み
入
れ
た

感
激
を
、
88
歳
を
迎
え
た
こ
の
ご
ろ
思
い
出
し
て
お
り
ま

す
。
小
船
井
校
長
、
梅
澤
教
頭
の
特
別
授
業
、
高
野
、
芥
、

竹
内
、
半
谷
、
古
川
等
々
の
諸
先
生
方
の
授
業
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
た
か
な
わ
会
の
発
展
を
祈
り
、
役
員
の
方
々

の
ご
苦
労
に
謝
し
つ
つ
筆
を
留
め
ま
す
。（
宗
政
政
志　

千

葉
県
袖
ヶ
浦
市
）

◆
体
調
悪
く
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
に
よ

ろ
し
く
。（
西
川
日
出
雄　

東
京
都
中
野
区
）

◆
昨
年
、
大
腸
が
ん
を
手
術
し
、
現
在
抗
が
ん
剤
治
療
中

で
す
。皆
さ
ま
も
健
康
に
は
充
分
ご
注
意
下
さ
い
ま
せ
。（
山

内
実　

東
京
都
中
野
区
）

◆
年
金
生
活
と
お
も
ち
ゃ
修
理
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。（
佐
藤
秀
隆　

青
森
県
弘
前
市
）

◆
毎
回
ご
配
意
下
さ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

毎
年
、
今
年
こ
そ
は
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
母
校
の
発
展

を
遠
く
祈
る
の
み
で
す
。
85
歳
に
な
っ
て
足
腰
の
弱
体
化

を
嘆
き
つ
つ
、
在
学
中
の
毎
夜
の
空
襲
警
報
、
日
記
を
懐

か
し
く
読
み
直
し
て
い
ま
す
。（
鳥
飼
昇
一　

千
葉
県
富
津

市
）

◆
お
か
げ
さ
ま
に
て
元
気
で
毎
日
変
わ
り
な
く
、
暮
ら
し

て
お
り
ま
す
。（
渡
邊
平
夫　

東
京
都
豊
島
区
）

◆
当
日
は
仕
事
の
た
め
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
吉

村
友
紀
子　

神
奈
川
県
横
浜
市
）

◆
体
の
調
子
が
あ
ま
り
良
く
な
い
の
で
欠
席
い
た
し
ま
す
。

（
石
川
昭
雄　

神
奈
川
県
秦
野
市
）

◆
療
養
中
の
た
め
失
礼
し
ま
す
。
ご
盛
会
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。（
吉
岡
貞
一　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

◆
八
十
路
を
２
歳
超
え
ま
し
た
が
、
歳
並
み
の
元
気
で
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。
盛
会
を
祈

念
し
ま
す
。（
寺
門
昭
隆　

埼
玉
県
和
光
市
）

◆
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
歩
行
困
難
で
す
。（
佐
藤
昭
一　

埼

玉
県
所
沢
市
）

◆
日
ご
ろ
は
お
世
話
に
な
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
都
合
に

よ
り
出
席
で
き
ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
盛
会
を
祈
り

ま
す
。（
長
崎
正
二　

埼
玉
県
狭
山
市
）

◆
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
ひ
と
り
身
で
す
が
元
気
に
や
っ
て
お

り
ま
す
。（
佐
伯
久
文　

山
口
県
岩
国
市
）

◆
ご
盛
会
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。（
奥
田
貞
幸　

千
葉

県
千
葉
市
）

◆
病
気
入
院
中
の
た
め
欠
席
し
ま
す
。
役
員
の
皆
々
さ
ま

　

昨
年
11
月
３
日
、
湘
南
校
舎
で
開
催
さ
れ

た
第
10
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
参
加
し

ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
大
勢
の
方
々
が

集
ま
り
、
学
生
に
よ
る
野
外
ス
テ
ー
ジ
や
模

擬
店
な
ど
で
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
和
や
か
に
よ
く
食
べ
よ
く
飲
み

な
が
ら
、
年
に
一
度
の
抽
選
会
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
様
子
で
、
当
選
が
出
る
た
び
に
大

き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
抽
選
会

が
終
わ
り
、
外
に
出
る
と
陽
も
ま
だ
高
く
、

学
生
さ
ん
の
呼
び
込
み
で
模
擬
店
は
人
が
あ

ふ
れ
、
北
門
に
行
き
つ
く
ま
で
に
一
苦
労
で

し
た
。

　

昨
年
立
ち
寄
っ
た
東
海

大
学
前
駅
近
く
の
古
い
焼

鳥
屋
に
役
員
６
人
で
押
し

か
け
、
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
と

再
会
を
祝
し
ま
し
た
。
ア

ル
バ
イ
ト
に
東
海
大
学
の

女
子
学
生
を
使
っ
て
下

さ
っ
て
い
る
こ
と
が
う
れ

し
く
、
２
時
間
ほ
ど
過
ご

し
て
帰
途
に
つ
き
ま
し

た
。

　

楽
し
き
一
日
で
し
た

が
、
何
と
言
っ
て
も
一
番

の
収
穫
は
、
役
員
候
補
の
女
性
（
現
理
事
）

が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
し
た
。
（
大
竹
義
則
）

　

５
月
26
日
の
正

午
よ
り
、
東
京
會

舘
富
国
生
命
ビ
ル

内
の「
パ
ビ
ヨ
ン
」

に
て
ク
ラ
ス
会
を

開
催
。
本
来
な
ら

ば
４
月
に
開
催
の

と
こ
ろ
、
東
日
本

大
震
災
の
影
響
も

あ
り
１
カ
月
遅
ら

せ
ま
し
た
。
予
定
が
合
わ
ず
参
加
者
が
減
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
元
気
者
の
「
８
人
の

侍
」
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
松
本
弘
先
生
は
ご
欠
席
で
し

た
が
、
一
同
、
被
災
地
に
住
ん
で
い
る
友
人

た
ち
の
話
が
中
心
に
な
り
ま
し
た
。
皆
、
健

康
で
あ
る
証
拠
に
、
に
ぎ
や
か
に
歓
談
し
、

昼
間
の
開
催
と
な
り
帰
り
の
心
配
が
な
く

な
っ
た
せ
い
か
、
夜
開
催
の
時
以
上
に
ボ
ト

ル
は
空
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

楽
し
い
時
間
の
過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の

で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
予
定
の
時
間
を
オ
ー

バ
ー
し
、
集
合
写
真
を
撮
り
、
再
会
を
約
束

し
て
解
散
し
ま
し
た
。　
　
　

 （
大
竹
義
則
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ

ル
部
Ｏ
Ｂ
会
（
会
員

登
録
13
人
）
が
、
紅
葉

見
ご
ろ
の
昨
年
11
月
20

日
、
１
泊
２
日
の
研
修

を
東
海
大
学
山
中
湖
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
退
官
さ
れ
た
今
井
幸
雄
先

生
の
慰
労
会
を
兼
ね
て
計
画
し
ま
し
た
が
、

野
沢
温
泉
の
集
い
か
ら
早
７
年
が
経
過
し

て
、
ま
た
60
代
前
半
の
会
員
は
未
だ
現
役
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
業
務
多
忙
で

最
終
的
に
３
人
で
の
集
い
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
井
先
生
か
ら

こ
の
研
修
後
間
も
な
く
ラ
オ
ス
・
ル
ア
ン
パ

バ
ン
の
学
会
で
発
表
す
る
論
文
の
話
、
田
中

会
員
か
ら
高
校
の
教
諭
を
引
退
し
て
後
も
ス

キ
ー
の
指
導
員
と
し
て
冬
季
に
は
長
野
県
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
話
、
小
西
か
ら
、
民
間
の

会
社
を
引
退
後
に
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自

治
会
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
、
趣
味
の
写
真
、

山
登
り 

（
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
行
報
告
は
高
輪
だ
よ

り
第
39
号
記
載
）
の
話
で
盛
り
上
が
り
、
夜

半
ま
で
中
身
の
濃
い
ひ
と
時
で
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
Ｏ
Ｂ
５
人
の
消
息
も
新
た

に
分
か
り
、
今
後
は
さ
ら
に
横
の
輪
が
広
が

り
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に
会
合

を
開
催
し
よ
う
と
誓
い
合
い
、
次
回
は
今
年

の
11
月
３
日
に
高
輪
校
舎
で
開
催
さ
れ
る
建

学
祭
で
、
正
午
か
ら
午
後
３
時
の
間
に
集
ま

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
代
表　

小
西
由
文
）

　

湘
南
校
舎
で

　
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」に
参
加

　

東
海
高
等
通
信
工
学
校

　
昭
和
33
年
・
34
年
合
同
ク
ラ
ス
会
（
３
・
４
の
会
）

　

高
輪
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
Ｏ
Ｂ
会

　

山
中
湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
集
い　
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・
石
村
金
三
氏
（
横
浜
市
）　　

平
成
22
年
12
月
12
日

・
井
上
正
直
氏
（
福
島
市
）　　

平
成
23
年
２
月
22
日

・
加
藤
文
二
氏
（
仙
台
市
）　　

不
明

・
茂　

忠
義
氏
（
苫
小
牧
市
）　

平
成
23
年
４
月
17
日

・
柴
山
林
平
氏
（
立
川
市
）　　

平
成
23
年
６
月
６
日

に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。（
進
藤
啓
次　

神
奈
川
県
藤

沢
市
）

◆
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
胸
に
安
隠
居
。（
菅
原
賢
一　

神
奈

川
県
相
模
原
市
）

◆
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
坪
内
重
夫　

千
葉
県
柏
市
）

◆
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
日
程
が

取
れ
な
い
た
め
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
不
参
加
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。（
浅
沼
徳
広　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

◆
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
体
調
不
良
の
た
め
欠
席

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
白
戸
啓
悟　

神
奈
川
県
川
崎
市
）

　

硬
式
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、

定
期
的
に
東
京
・
有
明
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
を
借
り
て
練
習
や
紅
白
試

合
を
行
っ
て
い
ま
す
。
若
い
世
代

が
中
心
で
す
が
、
幅
広
い
年
齢
層

が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
年
で
32

周
年
を
迎
え
る
Ｏ
Ｂ
会
で
す
が
、

す
で
に
３
５
０
人
を
超
え
る
規
模

に
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
春
に
は
32
周
年
記

念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
東

日
本
大
震
災
の
影
響
で
自
粛
し
ま
し
た
。
同

期
に
も
大
震
災
の
被
害
を
受
け
た
方
が
お

り
、
安
否
が
確
認
で
き
て
ホ
ッ
と
し
て
い
ま

す
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
や
そ
の
ご
家
族
の

方
々
に
対
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

  

（
事
務
局　

小
峰
正
康 

）

◆
東
海
大
学
情
報
通
信
学
部
バ
レ
ー
部
の

合
宿
を
応
援

　

昨
年
９
月
２
日
か
ら

５
日
ま
で
、
東
海
大

学
嬬
恋
高
原
研
修
セ
ン

タ
ー
で
情
報
通
信
学
部

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
合

宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
海
大
学
短
期
大
学
部

の
統
廃
合
後
は
毎
年
、

顧
問
だ
っ
た
西
脇
昺
祐
先
生
や
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ

が
参
加
し
て
学
部
生
を
も
り
立
て
て
い
ま
す

が
、
特
に
女
子
学
生
が
６
人
そ
ろ
い
、
秋
季

大
会
に
向
け
て
よ
り
熱
の
こ
も
っ
た
合
宿
と

な
り
ま
し
た
。

◆
白
球
会
の
集
い
を
開
催

　

昨
年
11
月
27
日
に
東

京
・
お
茶
の
水
の
ホ
テ

ル
ジ
ュ
ラ
ク
内
「
あ
け

び
の
実
」
で
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会
「
白

球
会
」
の
集
い
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、

元
東
海
大
学
短
期
大
学

部
の
西
脇
昺
祐
先
生
の

発
声
で
、
バ
レ
ー
部
の

卒
業
生
の
還
暦
を
祝
う

目
的
で
毎
年
11
月
の
第

４
土
曜
日
に
集
ま
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

幹
事
は
、
２
０
０
９
年
が
１
期
生
の
瀬
畑

さ
ん
、
２
年
目
は
永
田
さ
ん
、
今
年
は
３
期

生
の
木
村
さ
ん
で
す
。
こ
の
よ
う
に
仲
間
を

大
切
に
す
る
バ
レ
ー
部
の
歴
史
は
、
現
在
の

情
報
通
信
学
部
バ
レ
ー
部
に
も
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
永
遠
で
す
。

「
必
ず
元
気
で
会
お
う
な
！
」
と
い
つ
も
心

の
中
に
留
め
て
お
い
て
下
さ
い
。

◆
関
東
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

　

昨
年
11
月
８
日
と
12
月
５
日
、
２
０
１
０

年
度
関
東
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
秋

季
大
会
が
東
海
大
学
高
輪
校
舎
ア
リ
ー
ナ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
男
子
は
４
校
、
女
子
は

５
校
の
参
加
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
で
、
男
子
は

情
報
通
信
学
部
バ
レ
ー
部
、
女
子
は
自
由
ヶ

■ 訃報 ■

丘
産
能
短
期
大
学
が

と
も
に
全
勝
で
優

勝
。
個
人
賞
は
左
記

の
学
生
が
受
賞
し
ま

し
た
。

最
優
秀
選
手
賞
＝
柳

川
智
昭

ス
パ
イ
ク
賞
＝
清
田

悠
公
哉

サ
ー
ブ
賞
＝
宮
司
正　

セ
ッ
タ
ー
賞
＝
岡
本

直
也　
　
　
　
　
　

 

（
事
務
局　

廣
田
一
郎
）

　

昨
年
８
月
14
日
、
湯
葉
と
豆
腐
の
店
「
梅

の
花
町
田
店
」
に
て
Ｏ
Ｂ
会
の
納
涼
親
睦
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
お
い
し
い
料
理
を
前
に

和
や
か
に
話
が
弾
み
、
総
勢
10
人
ほ
ど
で
し

た
が
久
し
ぶ
り
に
会
う
方
も
多
く
、
懐
か
し

い
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

話
は
や
は
り
ス
キ
ー
の
思
い
出
が
中
心

で
、
面
白
い
こ
と
に
失
敗
談
の
ほ
う
が
よ
り

楽
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
当
時
一
生
懸
命

や
っ
て
い
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
い
つ
ま
で
も

心
に
残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

旧
知
の
仲
間
と
会

っ
て
、
話
が
で
き
る

場
を
持
つ
こ
と
は
と
て

も
よ
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
近
況
報
告
な
ど

も
し
て
、
わ
ず
か
な
時

間
で
し
た
が
親
睦
を

深
め
た
会
で
し
た
。

  　
　

 （
５
期　

北
澤
）

　

高
輪
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
部
Ｏ
Ｂ
会

　

納
涼
親
睦
会
を
開
催

　

維
持
会
費
の
納
入
に
つ
い
て 

【
1
口 

2
0
0
0
円
・
口
数
は
省
略
】

2
0
1
0
年
4
月
1
日
〜

　

維
持
会
費
納
入
者
（
敬
称
略
・
50
音
順
）

　

高
輪
硬
式
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
会

　

活
動
報
告

　

高
輪
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会

　

活
動
報
告

住
所
変
更
の
ご
連
絡
の
際
は
、
事
務
処
理
上
必
要
で
す
の
で

旧
住
所
も
必
ず
併
記
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

た
か
な
わ
会
事
務
局
か
ら
の
お
願
い

会員の皆様には、同窓会の事業活動
に対して常々ご協力を賜り、厚くお
礼申し上げます。本会では、同窓会
活動活性化の要望に応えるべく、維
持会費制度を設けております。趣旨
をご理解の上、納入についてご協力
をお願いします。

1． 対象となる会員：入会（卒業）後、
　　5 年を経過した方
2．維持会費：年額 1 口　2000円
3．払い込み方法：郵便振替
4． 口座番号：00100-7-702746
　　東海大学同窓会高輪

※手数料は本会が負担します
　（窓口は 120 円、機械の場合は 80 円）。
※納入者へは、会報への掲載をもって領収
　の証とさせていただきます。

伊藤　勝啓
大木　繁　
大崎　安雄
大竹　義則
小野惣一郎
加藤　浦児
加藤　政芳
亀山　富夫
小西　由文
小幡　文男
鷺阪　道雄
重田　勝己
清水　源三
進藤　啓次
鈴木　鉄夫
茶木　一徳
野島　甫央
廣田　一郎

福田　力
牧野　誠子
村上　久
渡辺　賢治
和田　洋治
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２
０
０
０
部
）

４　

第
12
回
松
前
仰
杯
争
奪
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
ほ
か

　

10
年
12
月
19

日
、
参
加
者
19
人

を
も
っ
て
品
川
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
ボ

ウ
リ
ン
グ
・
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
。

優
勝
は
宮
司
正
太

氏
。
そ
の
後
38
人

が
参
加
し
、
カ
ル

ネ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

銀
座
店
に
て
忘
年

会
を
開
催
。
11
年

３
月
26
日
、「
情

報
通
信
学
部
学
生
と
高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｏ
Ｂ
の
集
い
」

を
学
部
生
11
人
、
Ｏ
Ｂ
13
人
が
参
加
し
て
「
カ
ル
ネ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
銀
座
店
」
に
て
開
催
。

◆
２
０
１
１
年
度
会
務
報
告

第
１
回
役
員
会　

10
年
５
月
８
日
午
後
３
時
（
東
海

大
学
校
友
会
館
）

※
定
時
総
会
に
つ
い
て
審
議

定
時
総
会　

10
年
５
月
25
日
午
後
６
時
30
分
（
同
）

※
来
賓
に
東
海
大
学
同
窓
会
・
中
村
宏
会
長
を
迎
え
、
参

加
者
29
人
を
も
っ
て
開
催
。

臨
時
役
員
会　

10
年
６
月
12
日
午
後
２
時
（
同
）

※
た
か
な
わ
会
会
則
に
つ
い
て
審
議　

臨
時
役
員
会　

10
年
９
月
17
日
午
後
３
時
（
同
）

※
新
役
員
人
事
な
ど
に
つ
い
て
審
議
。
引
き
続
き
午
後
６

時
か
ら
会
場
を
移
し
参
加
者
16
人
で
懇
談
会

第
２
回
役
員
会　

10
年
10
月
16
日
午
後
２
時
（
同
）

※
建
学
祭
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
同
窓
会
支
部
と
の

連
携
、
新
役
員
の
認
証
、
東
海
大
学
短
期
大
学
部
［
高
輪
］

6

　

５
月
24
日
午
後
６
時
30
分
か
ら
東
海
大
学
校
友
会

館
で
参
加
者
29
人
を
も
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

●
議
事

（
１
）
２
０
１
０
年
度
事
業
報
告

（
２
）
２
０
１
０
年
度
会
務
報
告

（
３
）
２
０
１
０
年
度
収
支
決
算
報
告
［
表
１
］

（
４
）
監
査
報
告

（
５
）
２
０
１
１
年
度
事
業
計
画
（
案
）

（
６
）
２
０
１
１
年
度
収
支
予
算
計
画
（
案
）［
表
２
］

（
７
）
そ
の
他
（
た
か
な
わ
会
役
員
・
参
与
）

　

前
記
１
～
７
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
の
通
り
す
べ

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
、
引
き
続
き
同

会
場
で
懇
親
会
に
移
行
し
ま
し
た
。

◆
２
０
１
０
年
度
事
業
報
告

１　

ク
ラ
ス
会
・
Ｏ
Ｂ
会
の
認
定
団
体
支
援
［
表
４
］

　

各
認
定
団
体
は
毎
年
度
、
会
員
名
簿
と
活
動
報
告

書
を
提
出
す
る
。（
特
記
活
動
）高
輪
排
球
部
Ｏ
Ｂ
会
、

２
０
１
０
年
度
秋
季
関
東
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

継
続
開
催
。

２　

東
海
大
学
同
窓
会
行
事
、
学
校
行
事
に
参
加

　

高
輪
校
舎
建
学
祭
を
訪
問
し
情
報
通
信
学
部
・
中

下
俊
夫
学
部
長
と
懇
談
、
東
海
大
学
同
窓
会
第
10
回

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
南
部
支
部

納
涼
会
、
各
ス
ポ
ー
ツ
大
会
応
援
、
望
星
学
塾
第

３
３
７
回
望
星
講
座
（
東
海
大
学
同
窓
会
・
中
村
宏

会
長
講
演
）、箱
根
駅
伝
応
援
後
の
新
年
交
換
会
参
加
。

３　

会
報

　
「
高
輪
だ
よ
り
」
第
39
号
の
発
行
（
10
年
７
月
１
日
・

最
終
年
度
卒
業
生
へ
の
会
費
請
求
な
ど

臨
時
役
員
会　

10
年
12
月
４
日
午
後
２
時
（
同
）

※
建
学
祭
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
参
加
報
告
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
、
忘
年
会
実
施
要
項
、
箱
根
駅
伝
応
援
な
ど
他

同
窓
会
と
の
連
携
に
つ
い
て
審
議

臨
時
役
員
会　

11
年
１
月
29
日
午
後
２
時
（
同
）

※
新
設
「
高
輪
情
報
通
信
学
部
同
窓
会
」
の
設
立
形
態
、

東
海
大
学
校
友
会
、
情
報
通
信
学
部
と
の
懇
談
会
を
実
施
、

委
員
会
組
織
の
再
整
備
、
会
員
名
簿
の
確
認
・
整
備
・
運
用
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
10
年
度
決
算
見
込
み
、
11
年
度
お

よ
び
新
校
舎
特
別
事
業
予
算
に
つ
い
て
審
議

委
員
会　

11
年
２
月
12
日
午
後
１
時
（
同
）

※
10
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
、
11
年
度
事
業
計

画
、
行
事
日
程
、
予
算
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
審
議

た
か
な
わ
会
事
務
局　

10
年
12
月
25
日

※
東
海
大
学
短
期
大
学
部
［
高
輪
］
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科

平
成
20
年
度
卒
業
生
に
同
窓
会
費
納
入
の
案
内
を
発
送

た
か
な
わ
会
事
務
局　

11
年
１
月
22
日

※
新
設
「
高
輪
情
報
通
信
学
部
同
窓
会
」
設
立
形
態
に
つ

い
て
審
議

◆
２
０
１
０
年
度
収
支
計
算
報
告
［
表
１
］

◆
２
０
１
１
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　

12
年
３
月
に
卒
業
す
る
東
海
大
学
情
報
通
信
学
部

第
１
期
生
を
含
め
た
新
生
同
窓
会
（
仮
称
「
東
海
大

学
高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
同
窓
会
」
が
誕
生
す
る
こ
と
を

見
据
え
た
活
動
な
ど
。
た
か
な
わ
会
は
新
生
同
窓
会

設
立
に
関
し
て
、
現
役
学
部
生
、
大
学
関
係
者
、
関

係
機
関
の
皆
さ
ま
と
の
絆
や
連
携
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
推
進
し
、
今
年
度
は
そ
の
実
現

に
向
け
た
活
動
を
展
開
す
る
も
の
と
す
る
。

 
重
点
事
項

①
高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
、
伝
統
を
引
き
継
ぎ
情

報
通
信
学
部
の
発
展
に
寄
与
す
る

②
同
窓
会
の
周
知
活
動
、
参
加
会
員
の
増
員
、
強
化

に
取
り
組
む

③
現
役
情
報
通
信
学
部
生
支
援
活
動
の
具
体
的
施
策

に
取
り
組
む

 

事
業
施
策

①
東
海
大
学
本
部
事
業
施
策
に
対
す
る
積
極
的
参
画

②
高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
施
策
に
対
す
る
積
極
的
参
画

　
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

③
運
営
組
織
体
制
の
確
立

　

た
か
な
わ
会
会
務
組
織
・
役
員
担
務
に
つ
い
て
は
、

た
か
な
わ
会
暫
定
会
則
「
第
４
章
・
役
員
お
よ
び
役

員
会　

第
12
条　

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
務

（
統
括
・
総
務
・
会
計
・
事
業
・
渉
外
・
広
報
・
組
織

等
）を
お
の
お
の
分
担
掌
理
す
る
」と
の
規
定
に
従
い
、

役
員
担
務
を
提
案
。
現
状
役
員
担
務
を
も
っ
て
委
員

会
組
織
を
構
成
し
、
会
則
を
変
更
せ
ず
業
務
推
進
す

る
体
制
に
移
行
し
た
い
。
以
下
の
委
員
会
制
度
役
員

担
務
な
ど
に
つ
い
て
は
、
11
年
度
定
時
総
会
の
承
認

後
の
活
動
と
す
る
。

　
「
統
括
委
員
会
」
＝
会
長
、
副
会
長
、
お
よ
び
会
長

の
諮
問
に
よ
る
参
与
で
構
成
す
る
。「
財
務
委
員
会（
会

計
）」
＝
渡
辺
委
員
長
、
大
竹
理
事
、
大
崎
理
事
、
重

田
理
事
、
神
谷
委
員
。「
総
務
委
員
会
（
渉
外
含
む
）」

＝
宇
野
委
員
長
、
茶
木
理
事
、
野
島
理
事
、
鷺
阪
理

事
、
難
波
理
事
。「
広
報
委
員
会
（
Ｈ
Ｐ
製
作
検
討
含

む
）」
＝
加
藤
委
員
長
、
和
田
理
事
、
古
川
理
事
、
山

崎
理
事
、
金
田
理
事
。「
組
織
委
員
会
（
事
業
企
画
含

む
）」
＝
広
田
委
員
長
、
小
西
理
事
、
小
峰
理
事
、
飯

田
理
事
、
梅
村
理
事
、
斉
藤
理
事
、
前
浜
理
事
、
牧

野
理
事
、
石
口
委
員

④
新
生
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

⑤
高
輪
校
舎
建
学
祭
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
対
し
て
の
物

心
両
面
で
の
支
援

⑥
財
務
計
画
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
立
案
作
成

◆
２
０
１
１
年
度
収
支
予
算
計
画
（
案
）［
表
２
］

◆
た
か
な
わ
会
役
員
・
参
与

会
長　
　
　

福
田　

力

会
長
代
行　

堀
川　

清

副
会
長　
　

松
本　

弘　

大
竹
義
則　

茶
木
一
徳　

 

　
　
　
　
　

和
田
洋
治　

廣
田
一
郎　

古
川
一
敏

理
事　
　
　

宇
野
国
博　

加
藤
政
芳　

金
田
弥
月　

　
　
　
　
　

難
波
友
彬　

飯
田
卓
哉　

梅
村　

聡

　
　
　
　
　

福
士
博
之　

齋
藤
大
輔　

山
崎
陽
子　

　
　
　
　
　

野
島
甫
映　

小
西
由
文　

鷺
阪
道
雄

　
　
　
　
　

重
田
勝
己　

渡
辺
賢
治　

小
峰
正
康　

　
　
　
　
　

前
浜
泰
行　

牧
野
誠
子

監
事　
　
　

平
田　

靖　

大
崎
安
雄　
　

参
与　
　
　

亀
山
富
夫　

小
幡
文
男　

大
木　

繁
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科　　目  予算額（①）  決算額（②） 差異（①－②）  備　考

（収入の部）
入会金 　　　　 2,000 × (360+368+331+0）名
会費 2,118,000 2,118,000 　　　　0
維持会費 350,000 223,320 126,680

（2005年～2008年度）

広告収入 110,000 110,000 　　　　0
雑収入 5,000 4,234 766 内訳 利息 2,240

カード手数料 1,994
拾得金

前年度繰越金

0

収入合計 2,665,771 2,538,325 127,446

82,771 82,771 0

（支出の部）
総会・懇親会費 400,000 301,321 98,679
クラス・OB会援助費 100,000 90,000 10,000
学園渉外費 300,000 　　　　　0 　300,000
印刷費 600,000 801,296 △ 201,296

　

会議運営費 100,000 　　　 35,501 64,499
消耗品費 200,000 21,025     178,975
通信運搬費 600,000 280,288     319,712
旅費交通費 100,000 30,000 70,000
基金積立 　　　　0 　　　　0 　　　　0
雑費 265,771 4,040 261,731
繰越金 0 974,854 △ 974,854

支出合計 2,665,771 2,538,325 127,446

2010年度収支計算書
2010年4月1日から2011年3月31日まで （単位：円）

2011年（平成23年）3月31日現在 （単位：円）
資産の部 金　額 負債及び正味財産の部 金　額

【資　　産】 【負　　債】
現　金 3,218

普通預金 8,256,828

預り会費 2,060,000

（みずほ銀行麻布支店：口座番号0040965）

一般振替口座 2,824,468
（高輪郵便局：東京00100-7-702746）

負債合計 2,060,000

【正味財産】
普通財産 9,024,514
正味財産合計 9,024,514

資産合計 11,084,514 負債及び正味財産合計 11,084,514

2011年度（平成23年度）予算
2011年4月1日から2012年3月31日まで （単位：円）

科　　目 2010年度決算 2011年度予算額 備　　　　考
(収入の部)
入会金 　　　　0 　　　　0
会費 2,118,000 1,398,000 2,000×（368+331+0）名  

（2006～ 2008年度)
維持会費 223,320 250,000
広告収入 110,000 110,000
雑収入 4,234 　2,000

　900,183前年度繰越金

収入合計 2,538,325 2,660,183

（支出の部)
総会・懇親会費 301,321 350,000
支部・クラス・OB会援助費 　90,000

82,771

100,000
学園渉外費 　　　　　0 　300,000 学園沙外費　内訳　学校行事協力費

公認団体

　　　　　　　　　学生活動奨励費
　　　　　　　　　教育環境整備費
　　　　　　　　　学園校友会活動費
　　　　　　　　　その他

印刷費 801,296 800,000 ホームページ作成費を含む

郵便料　　130
定例作業　10,000

会議運営費 　　　35,501 100,000
消耗品費 21,025 30,000
通信運搬費 280,288 　250,000
旅費交通費 30,000 100,000
基金積立 　　　　0 　　　　0 （会則第26条）
雑費 4,040 5,000
予備費 974,854 　　　 625,183

支出合計 2,538,325 2,660,183

2011年5月24日　作成

表4　クラス会・ＯＢ会の認定団体　　　   （2011年２月現在）

ＯＢ会

クラス会

クラス会

ＯＢ会

ＯＢ会

クラス会

ＯＢ会

クラス会

ＯＢ会

クラス会

クラス会

ＯＢ会

クラス会

ＯＢ会

クラス会

東海大学高輪硬式テニス部ＯＢ会

昭和36年通本・三翔会

昭和60年度卒業ｉ3クラス

高輪スノースポーツ部

高輪排球部（バレーボール部）

昭和58年度卒業Ｅクラス

軽音楽部

1988年度卒業ｉ4クラス

野球部

1994年度卒業Ｃ5クラス

興亜通信工学院第二部19年卒クラス

高輪ワンダーフォーゲル部

興亜通信工学院19年卒神静会

バドミントン

昭和３３・３４年通本（３・４の会 )

小峰　正康

見目　　宏

青木貴美代

石口　武弘

廣田　一郎

阿部　由美

片野　竜男

林　　利也

高沢　哲郎

吉田　陽一

村田　　繁

小西　由文

湯浅　倫行

星野　　毅

大竹　義則

334

38

71

379

380

63

244

65

55

32

13

13

22

28

46

1993

1993

1993

1993

1993

1993

1994

1995

1995

1996

2000

2002

2003

2003

2004

クラス・OB会 団体名　　　　　　　　　代表者 　　会員数 登録年度

※クラス会・ＯＢ会の認定団体は、年度毎の会員名簿と活動報告書を提出すること。

表1

表3

表2

財産目録

科　　目  予算額（①）  決算額（②） 差異（①－②）  備　考

（収入の部）
入会金 　　　　 2,000 × (360+368+331+0）名
会費 2,118,000 2,118,000 　　　　0
維持会費 350,000 223,320 126,680

（2005年～2008年度）

広告収入 110,000 110,000 　　　　0
雑収入 5,000 4,234 766 内訳 利息 2,240

カード手数料 1,994
拾得金

前年度繰越金

0

収入合計 2,665,771 2,538,325 127,446

82,771 82,771 0

（支出の部）
総会・懇親会費 400,000 301,321 98,679
クラス・OB会援助費 100,000 90,000 10,000
学園渉外費 300,000 　　　　　0 　300,000
印刷費 600,000 801,296 △ 201,296

　

会議運営費 100,000 　　　 35,501 64,499
消耗品費 200,000 21,025     178,975
通信運搬費 600,000 280,288     319,712
旅費交通費 100,000 30,000 70,000
基金積立 　　　　0 　　　　0 　　　　0
雑費 265,771 4,040 261,731
繰越金 0 974,854 △ 974,854

支出合計 2,665,771 2,538,325 127,446

2010年度収支計算書
2010年4月1日から2011年3月31日まで （単位：円）

2011年（平成23年）3月31日現在 （単位：円）
資産の部 金　額 負債及び正味財産の部 金　額

【資　　産】 【負　　債】
現　金 3,218

普通預金 8,256,828

預り会費 2,060,000

（みずほ銀行麻布支店：口座番号0040965）

一般振替口座 2,824,468
（高輪郵便局：東京00100-7-702746）

負債合計 2,060,000

【正味財産】
普通財産 9,024,514
正味財産合計 9,024,514

資産合計 11,084,514 負債及び正味財産合計 11,084,514

2011年度（平成23年度）予算
2011年4月1日から2012年3月31日まで （単位：円）

科　　目 2010年度決算 2011年度予算額 備　　　　考
(収入の部)
入会金 　　　　0 　　　　0
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（2006～ 2008年度)
維持会費 223,320 250,000
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雑収入 4,234 　2,000

　900,183前年度繰越金

収入合計 2,538,325 2,660,183

（支出の部)
総会・懇親会費 301,321 350,000
支部・クラス・OB会援助費 　90,000

82,771

100,000
学園渉外費 　　　　　0 　300,000 学園沙外費　内訳　学校行事協力費

公認団体

　　　　　　　　　学生活動奨励費
　　　　　　　　　教育環境整備費
　　　　　　　　　学園校友会活動費
　　　　　　　　　その他

印刷費 801,296 800,000 ホームページ作成費を含む

郵便料　　130
定例作業　10,000

会議運営費 　　　35,501 100,000
消耗品費 21,025 30,000
通信運搬費 280,288 　250,000
旅費交通費 30,000 100,000
基金積立 　　　　0 　　　　0 （会則第26条）
雑費 4,040 5,000
予備費 974,854 　　　 625,183

支出合計 2,538,325 2,660,183

2011年5月24日　作成
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秀和ビルメンテナンス株式会社
本　　社 〒103-0023 東京都中央区日本橋本町3-2-13

アドバンテック日本橋ビル5Ｆ TEL.03-3516-1771㈹
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それが私たちの基本です。

●ダイレクトメール部門

●企画制作部門

●キャンペーン販売促進部門

●サービス部門

郵便物等
発送業務代行建築物管理

●設備管理業務

●法定環境管理業務

●警備業務

●清掃業務

●その他 管理業務

教育用・医療用機材のコンサルタント

東海教育産業株式会社 
代表取締役　松下幹夫

本　　　　　　  社 

東 京 営 業 所  

千 葉 営 業 所  

伊勢原旅行ｾﾝﾀｰ 

湘南旅行ｾﾝﾀｰ 

ホ ー ム ペ ー ジ

神奈川県伊勢原市下粕屋１６４番地 

東京都渋谷区富ヶ谷１丁目３６番６号 

千葉県勝浦市新官1441-54ウイン100号室 

神奈川県伊勢原市下粕屋１４３番地　東海大学病院内 

神奈川県秦野市南矢名 3-10-35 東海大学同窓会館内 
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日本有数の捕鯨基地として栄えた石巻市鮎川の港に集まる捕鯨
船団（1963年ごろ）

　「一寸先は闇」ということわざは政治の世界だ
けではありませんでした。３月 11 日の未曾有の
大震災で一瞬のうちに生命や財産を失った数十万
の人々の悲痛を目の当たりにして、胸がつぶれる
思いでした。
　私事で恐縮ですが、私は宮城県の石巻で生まれ、
30 年間も美しいふるさとに育てられました。３
km にも及ぶ美しい砂浜と松並木があり、夏は海
水浴客でにぎわい、春秋には潮干狩りやきのこ狩
りを楽しむことができました。
　隣の女川町にはニッスイの捕鯨基地と巨大な水
産加工場があり、他の港町にも幾多の水産加工場
があり、年中活気づいていました。
　石巻は江戸時代から北上川の河口付近に開けた
港町です。「三十五反の帆を巻き上げて　往くよ
仙台、石巻」と唄われ、江戸へ米や農産物を運ん
だ由緒ある港町でした。
　東日本大震災で、この石巻をはじめ東日本では
死者１万5781人、行方不明4086人を数えていま
す（9 月11日現在、警察庁調べ）。また、300 余
りの漁港が破壊され、約２万隻の中小型漁船が失
われました。私の兄弟姉妹の６世帯中４世帯も家
財が流され、いまだに避難所生活です。また多く
の東海大の同窓生や友人、知人、船友たちも犠牲
になっています。
　特に親を失った200人以上にも及ぶ震災孤児は
痛ましい限りです。また亡くなった多数の未来あ
る児童、生徒もおり、筆舌に尽くしがたい悲痛を
感じます。大震災はさらに東京電力福島原発の人
災まで引き起こし、有史以来の悲劇をもたらして
います。
　このような困難にあっている時に、政争に明け

暮れている政治状況には憤激を禁じえません。ど
うか被災者支援と日本の復興のために超党派で全
力投球して下さい。
　「ふるさとは遠きにありて思うもの」。その美し
い思い出深い多くの人々のふるさとは、跡形もな
く壊滅してしまいました。今は第二のふるさとで
ある「東海大学たかなわ会」が私の心のよりどこ
ろとなっています。そこで、電気通信発祥の地で
ある高輪から画期的な「自然災害予知マシーン」
なるものを開発してほしいと思います。
　海底レーダー網による監視やソナーによる監視
などもできると思います。そのためには国土防衛
予算として科学研究開発費の大幅増額が必要不可
欠です。
　近いうちに東海地震が87％の確率で発生すると
いわれています。そこで、以下のように私案を考
えました。
①自衛艦や巡視船を海底探査などに有効活用する。
②陸上自衛隊は国土防衛隊を組織して、無数に存
在する断層をパトロールして観測・監視に当たる。
③今回の通信網不通を改善するために通信衛星の
機能を向上させ、これを拡充する。
④携帯電話なども有事の際は衛星通信に切り替え
るようにする。
⑤がれきの中や水中などに取り残されている人体
に反応する捜索反応器を開発する。
　自然災害の危険は世界のどこかで常に迫ってい
ます。「災害は忘れたころにやって来る」ことは
ありません。「災害は今にもやって来る」という
ことで「備えあれば憂いなし」を常在念頭に置い
て、平和な生活を追求しようではありませんか。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｋ）

●第12回松前仰杯争奪ボウリング大会
　 日時 ：2011年12月18日（日）午後１時〜３時
　 会場 ：品川プリンスホテル・ボウリングセンター
　 会費 ：2000円（ただし、2007年３月以降の卒業生はご招待）
　 ▽忘年会・表彰式　午後4時 30分〜
　 会場 ：カルネステーション銀座店
　　　　 中央区銀座８-10　銀座ナイン3号館 B1
　 会費：3500円

●2011年度会務日程
　 総　会　　　　　日時：2011年   ５月２4日（火）終了
　 役員会　第１回　日時：2011年10月   8 日（土）終了
　　　　　 第２回　日時：2011年11月２6日（土）　
　　委員会　　　　　日時：2011年   2 月18日（土）
　　　　　　　　　　　※会場はいずれも東海大学校友会館




